
2018年度東京農業⼤学
「ベストティーチャー賞」の受賞者について

該当者には、6月16日に開催された「創
⽴記念を祝う会並びに第18回東京農ホーム
カミングデー」において、学⻑から「東京
農業⼤学ベストティーチャー賞」の賞状と
副賞が授与されました。

東京農業⼤学では、本年度から、学⽣の満⾜度が⾼く、工夫を凝らした授業を展開して
いる教員を「ベストティーチャー」として選出し、表彰することにいたしました。

今年度は、2017年度の前・後学期の「授業評価および学修時間アンケート」の結果を
もとに、学部から推薦を受けた７名の教員が「東京農業⼤学ベストティーチャー」に選出
されました。

受賞者の横顔と評価された授業の一部を
ご紹介します。



2018年度東京農業⼤学「ベストティーチャー賞」受賞者

生物産業学部
教授 寺澤 和彦

生命科学部
教授 中村 進一

農学部
准教授 平野 繁

応用生物科学部
助教 齋藤 彰宏

地域環境科学部
教授 服部 勉

国際⾷料情報学部
准教授 中曽根 勝重

教職・学術情報課程
助教 實野 雅太



おめでとうございます
ベストティーチャー賞２０１８



平野 繁 先生
（Dr. Shigeru HIRANO）

農学科准教授
(Assoc. Prof. at Dept. of Agriculture) 

専門︓作物生産学
(The research on the relationship between soil physical condition 
improvement by the compost utilization and crop production)

受賞対象となった科目︓２年次後期配当
草地・飼料作物学
（Grassland and Forage Crop Science）



受賞の⾔葉︔
連絡があった時は驚きました。

授業で工夫していること（１）︔正しく出席をとる
平野が担当する科目は、授業終了時には出席カードを配付して出席をとってい

ます。授業に出席する友人に出席カードを預けて出席を偽装することを認めると、
真⾯目に出席した学⽣が不公平感を感じ、学習意欲の低下につながるので、不正を
させない為に、以下の対応をしています。



授業で工夫していること（１）︔正しく出席をとる
a)出席カードにはスタンプを押して、他の授業で多めに入手したカードを提出
しても不正が分かるようにする。

スタンプが押印された出席カード



授業で工夫していること（１）︔正しく出席をとる
b)スタンプを押した出席カードを多めに持ち帰らないように、教室の机を回っ
て、一枚ずつ手渡しする。その間、授業が停滞するので、授業の前の週の新
聞から、農業や環境に関係する記事をまとめたパワーポイントを、アニメー
ション機能で、自動再⽣させる。



農業や環境に関係する新聞記事紹介スライドの一例



授業で工夫していること（２）︔
授業終了時に⼩テスト（「今⽇の復習」）を⾏い授業の理解度を

自己評価する
授業に出席したら、しっかり聞いて欲しいので、新聞のプレゼンの最後に

「今日の復習」を用意し、配付した出席カードの裏に記入させる。出題形式
は「穴埋め」であるが、括弧内の用語のみを記述させるのではなく、出題文
全体を記述させる。記述が終わったタイミングで、最後のプレゼンで解答を
公開し、自己採点をさせて、カードを提出させる。解答を公開せずにカード
を回収する場合、学⽣間で、正答を写し合い、提出が遅くなることが考えら
れたので、自己採点方式とした。回収後は、「穴埋め」の用語を中心に、誤
字・脱字が無いか確認し、誤字・脱字は減点とする。次回の授業開始時に、
カードを返却する。



「今⽇の復習」の⼀例



授業で工夫していること（３）︔予習・復習ができる環境をつくる
授業の終了時に、次回の講義で使用する資料を配付し、予習ができる環境を

つくる。また、授業で使用したパワーポイントと、配付資料をpdf形式に変換し
て、学⽣ポータルの講義連絡で公開する。

授業で工夫していること（４）︔
追試験・成績相談の時に、希望者には再評価レポートを提出させる
学⽣の中には、進級・卒業に対し、いろいろな事情がある場合もあるので、

追試験の制度は無くなったが、「今日の復習」と「定期試験」の点数に応じて、
レポートの本数を決め、再評価を⾏う。



平野先⽣の講義は、教職員の相互参観のために公
開されています。
教員向け公開日時については下記のとおりです。
【科目名】草地・飼料作物学
【学期】後学期
【曜日】水曜日
【時限】１時限目
【教室】1103教室
（※平成３０年度のみの公開）

次のページは
齋藤 彰宏先⽣です。
ぜひ、ご覧ください。



齋藤 彰宏 先生
（Dr. Akihiro SAITO）

農芸化学科助教
(Assistant Prof. at Dept. of Agricultural Chemistry) 

専門︓植物栄養学(Plant Nutrition)

受賞対象となった科目︓２年次後期配当
細胞生物学（Cell Biology）



受賞の⾔葉︔
教育の評価は⾒えにくいものですが、このような形で表

彰いただき、たいへん光栄です。学⽣アンケートの評価や
ベテランの先⽣からのご指摘やご意⾒を参考に、毎年、反
省材料を⾒つけて試⾏錯誤を続けております。これまでご
助言をいただいた先⽣方に感謝いたします。これを励みに
さらにより良い講義や指導方法を目指したいと思います。



⽴体構造、動画、写真、アニメーションなど、形が重要な内容、変化が重要な内容、インパクトを与
えたい内容などではスライドを使用しています。ただし、スライドだけの講義は飽きるので、文字や
枚数が多すぎないように意識しつつ、学⽣の集中⼒を判断しながら使うように考えています。

２．スライド

授業で工夫していること

板書では⾒やすさと、ノートでまとめやすい書き方を工夫しています。例えば、細胞⽣物学の場合
は、カラーチョーク(3〜4色)を使用しながら、化学構造、絵、図を用いています。なるべく⿊板全
体でストーリー性が⾒えるようにしています。講義ノートに予め板書のイメージを作っています。

１．板書

動画



板書やスライドは文字だらけにしないように工夫していますが、
対照的に講義プリントはできるだけ文章を使って説明していま
す。内容は毎年更新しており、最新の科学トピックも必ず盛り
込むようにしています。講義が終わったらその年のテキストに
反省点や改善点を必ずメモしておき、翌年そのテキストの箇所
を修正しています。

３．講義プリント

テキスト例授業で工夫していること

淀みのない理路整然とした説明は、必ずしも学⽣の理解につな
がらないことがあります。あえて重要な内容については、例え
話や余談で臨場感を持たせる工夫をすることが多いです。話の
途中で少し間を作ったり、繰り返し同じことを話したりするよ
うな話し方も意識しています。また、講義中に２〜３回まとめ
の時間を作り、そこまでの間に質問がないか、説明漏れがない
か、学⽣に聞くようにしています。

４．話し方



最新の科学トピックと講義内容を絡める工夫



 必ず出席を取ります。出席を重視していることを示すことで、講義への遅刻者、欠席者の増加を抑えるこ
とにつながると思っています。

５．そのほかの工夫

 定期的に教室内を歩くようにしています。学⽣との距離はなるべく近くしたいと思っているためです。

 「考える」タイプの質問、あるいは「間違えてもらってかまわない」質問を誰かに振ります。
（例１）なぜ○○はこういう構造をしているのだろう︖【細胞⾻格の講義での例】
（例２）⼤切な箱を間違えなく私まで届けるには君ならどうやって運んできますか︖【⼩胞輸送の講義での例】

逆に「知識」を問う質問は、間違えることへの羞恥心や恐怖心を与えかねないので、しないように気を付けて
います。質問に答えてくれた学⽣にはどんな答えでも否定はせず、むしろポジティブに返答するように心がけ
ています。間違えていても、いったん「そういう考えもありうる」と肯定してから、正しい説明をするように
しています。肯定的な言葉は、講義を前向きで明るい雰囲気にするためです。

 実物を使い、感触・温度・重さ・匂いなど、可能であれば五感で体感できるものを配布したり、⾒せたりする
ことは効果的だと思っています。細胞⽣物学では、実物の培養細胞を回して細胞の様子を確認させたり、実験
データや映像をスライドで表示するなど、できるだけ講義では実物を⾒せる工夫をしています。

授業で工夫していること



農⼤の教室は板書とスライドを併用することが難しい教室構造をしているので、切り替えるタイミン
グは事前によく考えています。

スライドと板書を何度も⾏ったり来たりする講義や⽚側だけ降ろす講義などを私自⾝、当初は模索し
ながら⾏っていましたが、あまり満⾜のいくものではありませんでした。学⽣も切り替えが多いと疲
れるように⾒えました。

そうした点を踏まえて、講義中は「板書モード」にスライドを設定しておき、１〜２回だけスライド
の上げ下げをするようにしています。

スライドと板書の切り替え方法

板書

９０分
スライド 板書

ある講義の例（時間配分も事前に練っています）

まとめ１ まとめ２ 次回の話まとめ３
• 前回と今回のつながり
• 今日の内容の全体像説明

２枚のスライドの隙間の⿊板スペースで
穴埋めの解答や用語を板書

講義時間を超え
ての説明はNG。
学⽣が嫌がる。



自作のテキストには簡単な穴埋めが用意されており、自分で調べるか、講義を聞いて初めてテキ
ストとして完成するようにしています。テキストは各自が印刷するように指示しています。しか
し、最近はスマホでテキストをダウンロードして満⾜する学⽣も多いようです。

これについては色々意⾒もあるかもしれませんが、私自⾝はスマホやタブレットの画⾯よりも、
紙媒体のテキストに鉛筆や色ペンで情報を直に書き込む方が記憶が定着しやすいと考えているた
め、印刷してこない学⽣・忘れてきた学⽣には、必ずテキストを配布しています。コンパクトに
した両⾯印刷のテキストを持っていけばさほどの荷物ではありません。必要な学⽣には自由に
持っていかせています。

テキストの運用方法

講義中、なるべく学⽣の様子を⾒ています。彼らの目線や顔の表情を確認して、
どのくらいの学⽣がこっちを⾒ているかを確認しながら、理解度を判断する材
料にしています。説明中に頷いている学⽣や、講義後に⾯⽩かったです、と
言ってくれる学⽣がいたら、その回はうまく説明できた証拠ととらえています。
逆に、講義中に寝てしまう学⽣が多くなる場合は、その部分の説明の仕方を改
善するように翌年の自分に向けたメモを残すようにしています。

学生を観察していち早くフィードバック



細胞⽣物学は後期の授業だったので、冬休
みをうまく活用しました。休み用の宿題を
作ったところ⾼評価でした。テキストを⾒
れば解けるレベルにしています。解答は冬
休み明けにアップしました。

学生から評判の高かった教授法①

また、この宿題の範囲で冬休み後に⼩テストを
実施しました。早いうちから⼩テストの連絡を
していたので、学⽣の多くが宿題に真⾯目に取
り組んでいました。

⼩テストはマークシート方式で実施し、翌週に
は集計した結果を解説しました。これは定期テ
スト対策にもなり、学⽣が勉強時間を効率的に
使うのに役に⽴ったようです。



講義後に、必要に応じて追加資料をアップ
ロードしています。これは、より深く理解
したい学⽣に対応するためです。ポータル
で閲覧履歴を⾒ると、かなりの学⽣が確認
をしていたようです。

学生から評判の高かった教授法②



 担当している教科は学科必修の基礎科目であるため、常に他の科目との関連性を意識
しています。そのために、学科の先⽣方（あるいは農⼤の先⽣方）の講義や研究内容
をもっと具体的に説明できるように勉強を続けたいと思います。

 使用しているテキスト（細胞の分子⽣物学）も昨年から第６版が最新になりましたの
で、第５版で作成していた内容で古くなったところを刷新したいと思っています。

 まとめのプリントや簡単な宿題をもう少し量を増やして、分散して⾏えるように工夫
したいと思っています。

今後予定する授業改善の取組み予定や抱負など

齋藤先⽣の講義は、教職員の相互参観のために公開されています。
教員向け公開日時については下記のとおりです。
【科目名】細胞⽣物学
【学期】後学期
【曜日】火曜日
【時限】３時限目
【教室】４３１教室

次のページは
中村 進一先⽣です。
ぜひ、ご覧ください。

＜事前にご連絡があれば基本的にどの回も対応可能ですが、
内容的に講義が比較的やりやすいのは以下の日程です。＞

11月20日 第８回 シグナル伝達
11月27日 第９回 プログラム細胞死
12月4日 第１０回 原核⽣物
12月25日 第１３回 遺伝子組み換え⽣物の作成と利用（前編）



中村 進⼀ 先生
（Dr. Shin-ichi NAKAMURA）

バイオサイエンス学科教授
(Prof. at Dept. of Bioscience) 

専門︓植物生理学(Plant Physiology)

受賞対象となった科目︓１年次前期配当
無機化学（Inorganic Chemistry）



受賞の⾔葉︔

昨年（2017年）、東京農業⼤学に着任しました。
農⼤で初めて担当した講義（無機化学）が受賞対象になったということ
でとても驚いています。



受講した学生さんから評判の高かったところは
どんなところでしょうか︔

講義の内容や講義を進める速度が受講する多くの学⽣さんにとって、
適切と感じてもらえたところが良かったのかもしれません。

授業で工夫していること︓
定期的に講義した内容を出題する⼩テストを実施しました。
講義時間以外に学習をする時に何を中心に学習すれば良いのか
を具体的にすることができたのではないかと考えています。



今後のより良い講義への抱負をお願いします︔

この受賞に満⾜することなく、
今後も講義内容をブラッシュアップしていくことができればと
考えています。

中村先⽣の講義は、教職員の相互参観のために公開されています。
教員向け公開日時については以下のとおりです。

次のページは
服部 勉先⽣です。
ぜひ、ご覧ください。

【科目名】無機化学
【学期】前学期
【曜日】木曜日
【時限】２時限目
【教室】２３２教室

【科目名】⽣物資源環境科学
【学期】前学期
【曜日】火曜日
【時限】１時限目
【教室】２４３教室



服部 勉 先生
（Dr. Tsutomu HATTORI）

造園科学科教授
(Prof. at Dept. of Landscape Architecture Science) 

専門︓環境計画・設計学
(The history of Japanese garden

The management for garden user)

受賞対象となった科目︓３年次前期配当
⽇本庭園論（Farming System）



受賞の⾔葉︔
この度は、第一回のベストティーチャー賞をいただき、たいへん嬉

しく思っております。学科の中では、テストが難しいという評判も⾼
いので、授賞のお話があった時には、他の方と勘違いしたほどで、正
直なところ驚きました。
ご推薦やご選考いただきました関係の皆様に厚く感謝しております。

特に、熱心に私の講義を受講してくれた学⽣の皆さんには心から感謝
したいと思います。



授業で工夫していること︔
（１）授業は、講義に直接必要な資料については、印刷して授業の始まる時
に配布しています。またその講義資料については、復習用としてポータルに
PDFで掲載しています。また講義に関連する資料については、参考資料とし
て別途ポータルでも配信しています。
（２）数回から10回程度、授業開始直後に「確認問題」(ポータルでも配信)
として前回の授業復習に関連する問題を配布し、記述してもらい、解答や解
説をおこない、提出も任意としています。
またそれ以外にも任意課題を1回程度実施し、確認問題、任意課題につい

ては、提出状況、内容によってテストに加点するようにしています。
（３）授業は、配布資料、またパワーポイントを使用が中心ではありますが、
授業に係わる庭園については、10分程度の短い動画を使用し、理解を深めて
もらうこともあります。



講義で配付する資料のサンプルです。



今後のより良い講義への抱負をお願いします︔

授業評価についての改善点など記述については、真摯に受け止め、
検討を重ね、少しでも良い授業になるよう努⼒を心がけています。



次のページは
中曽根 勝重先⽣です。
ぜひ、ご覧ください。

服部先⽣の講義は、教職員の相互参観のために公開
されています。教員向け公開日時については下記の
とおりです。
【科目名】日本庭園論
【学期】前学期
【曜日】水曜日
【時限】２時限目
【教室】３３２教室



中曽根 勝重 先生
（Dr. Katsushige NAKASONE）

国際農業開発学科准教授
(Assoc. Prof. at Dept. of International Agricultural Development) 

専門︓農業開発経済学 (Agricultural Development Economics)

受賞対象となった科目︓３年次後期配当
ファーミングシステム論（Farming System）



受賞の⾔葉︔
新しく設置された賞であったということもあり、受賞のお知らせを

いただいた時は、何を説明されているか全く理解できず、とにかくお
引き受けしただけでした。しかし、ホームカミングデーでの授賞式に
参加させていただくと、皆様からお祝いの言葉をいただいり、どんな
授業をしているかなどの質問をいただいたりして、このベストティー
チャー賞に興味をもたれた方がたくさんいることを知りました。
今では、この賞をいただいたことで、日々努⼒を怠らないよう前進

し続ける事を忘れず、ベストティーチャー賞という名に負けないよう、
これまで以上に一所懸命、職務に取り組むように心がけています。



講義中の先生の様子あるいは実験室での先生の様子

授業中の様子

MSU留学時に同僚とフィールドトリップ



受講した学生さんから評判の高かったところは
どんなところでしょうか︔

基本的に意⾒を聞いたことがないので....。でも、アンケートの回答を⾒ると、授
業ごとに授業内容のダイジェスト版資料を配布し、パワーポイントと組み合わせ
て講義を実施しています。学⽣は配付資料の内容の分かりやすさと、パワーポイ
ント資料の効果的な使用を⾼く評価してくれているようです。

授業で工夫していること︓
（１）この科目は社会科学系の科目であるため、

① 理論的枠組みをしっかりと押さえる
② 歴史的、社会的、文化的な要素を取り込む

（２）単なる机上の話だけにならないよう、
学⽣に興味を持って欲しい内容や本質を考えて欲しい箇所
→ 私自⾝が訪問した国外農業の実情を写真や体験談を紹介する

（３）出席カードの裏⾯に授業の感想や質問を記入してもらう
→ 次の回の授業の冒頭で質問に答えたり解説を加えたりする



講義で配付する資料のサンプルです。



復習の材料として、講義後２－３日以内に、学⽣ポータルに授業時に使用したパワーポイント資料を
PDF版でアップしています。

2018/10/26
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今後のより良い講義への抱負をお願いします︔

常に新しい情報と学⽣の興味を引く内容を加えながら授業内容の
精緻化を進めていきたいと考えています。
ただし、本科目は旧カリ科目になっているため、本授業に対する

授業改善の取り組みは、後任科目となる新しい科目の内容に反映さ
せていきたいと考えております。



学生さんへの⼀⾔︔
私たち教員は、学⽣皆さんの知識を増やしたり、少

しでも興味を持ってもらえるように、講義の準備を進
めて授業に取り組んでいます。
学⽣皆さんもその気持ちに応えて、講義や実験・実

習・演習に前向きに取り組んでほしいと思います。

中曽根先⽣の講義は、教職員の相互参観のために公開されて
います。教員向け公開日時については下記のとおりです。

次のページは
寺澤 和彦先⽣です。
ぜひ、ご覧ください。

【科目名】農業経済学
【学期】 後学期
【曜日】木曜日
【時限】２時限目
【教室】１４１教室

【科目名】ファーミングシステム論
【学期】後学期
【曜日】火曜日
【時限】２時限目
【教室】４４１教室



寺澤 和彦 先生
（Dr. Kazuhiko TERAZAWA）

生物産業学部 北方圏農学科教授
(Prof. at Dept. of Northern Biosphere Agriculture) 

専門︓森林科学(Forest science)
生態・環境(Ecology/Environment)
植物栄養学・土壌学(Plant nutrition/Soil science)

受賞対象となった科目︓２年次後期配当
森林環境科学（Forest Environment）



受賞の⾔葉︔
この度は、思いがけずベストティーチャー賞をいただき、たいへん

光栄に存じますとともに、今後のよりよい授業の実践に向けた⼤きな
励みとなりました。ご推薦やご選考いただきました関係の皆様に厚く
感謝しております。ありがとうございました。
⼤学教員としての経験の浅い私がこのような賞をいただけましたの

も、多くの同僚の先⽣方が周到な準備と熱意をもって授業に臨んでお
られるお姿を折にふれて拝⾒し、その姿勢に触発されてきたからにほ
かなりません。
そしてなによりも、いつも熱心に受講して私を鼓舞してくれる学⽣

の皆さんに心から感謝したいと思います。



授業で工夫していること（１）︓
私の授業は毎回パワーポイントを使って⾏いますが、受講⽣の授業中の集中⼒の維持や知識の定着、
あるいは講義内容のより深い理解のために、つぎのような方法を取り入れています。

１．資料の事前配布︓各回のパワーポイント資料（スライド20〜30枚︓PDF版）を授業日の２日前ま
でに学⽣ポータルで配信します。この配付資料は、スライド中の重要なキーワードや事項が空欄になっ
ているものです。受講⽣は、各自で配付資料を印刷・持参して授業に臨みます。授業では、パワーポイ
ントのスライドショーで講義を進めながら、空欄部の文字をアニメーションで次々と表示して解説を加
えていきます。このように配付資料は、受講⽣が授業中に空欄部を埋めることによって初めて完成し、
教科書兼ノートとして復習などに活用できるものになります。授業中は資料の空欄を埋めるという作業
を常に伴いますので、受講⽣の集中⼒はかなり維持できているように⾒えます。
２．ブレークタイム︓とはいえ、90分の授業中ずっとパワーポイントでの講義を聴き空欄部の文字を
書き取るという作業を続けていては、受講⽣はへとへとに疲れ切ってしまいます。そこで、授業のほぼ
中間ぐらいの区切りのよいところで、数分間のブレークの時間を取るようにしています（取れない回も
あるのですが）。ブレークのねたはいろいろです。講義内容に関連した人や本の紹介などが多いのです
が、時には学⽣達と同じ年代の作者の短歌を紹介したりすることもあります。ブレークもスライドを使
いますが、講義スライドが横書きでゴシック体なのに対して、ブレーク用のスライドは縦書きの明朝体
で作り、少しでも頭と目を休めてもらえるようにしています。



授業で工夫していること（２）︓
３．⼩テスト︓毎回の授業の最後は10分程度の⼩テストで締めくくります。⼩テストは20問前後の空
欄埋めの問題で、マークシートによる解答で出席確認も兼ねています。この⼩テストは、テストという
よりその日に学んだことの復習を目的としていますので、当日の配付資料を⾒返しながら解答してもら
います。その日の講義の重要ポイントを直後に復習し、知識の定着につながることを期待しています。

４．演習問題︓15回のうちの数回ですが、⼩テストと合わせて、演習問題に取り組んでもらっていま
す。講義内容を踏まえた応用問題的な設問に対して文章で解答してもらいます。講義内容のより深い理
解が目的です。解答は集計カードの裏⾯の限られたスペースに書いてもらいますので、要点を簡潔かつ
論理的に記述するトレーニングも兼ねています。演習問題のフォローアップを次回の授業の冒頭で⾏っ
て復習を兼ねた解説をするとともに、優秀あるいはユニークな解答を発表して受講⽣の励みとしてもら
います。わずか10分程度しか取り組む時間がないにもかかわらず、内容や構成、あるいは文章表現の点
で非の打ち所のない解答がいくつも出てきて、驚かされることがしばしばあります。中には私が思いつ
かないような独創的な発想の解答を書いてくれる受講⽣もいて、それらにコメントすることで、⼤人数
授業でありながら双方向的な関係性がいくらかでも⽣まれることも期待しています。



受講した学生さんから評判の高かったところは
どんなところでしょうか︔

・特に評判のよい独創的な教授法というのはありませんが、パワーポイ
ント資料については、分かりやすいという評価を割とよくいただきます。
写真や図を多く使ってヴィジュアルなスライドにしていることや、⼤教
室（150〜200人規模）での授業のため⼤きな文字（最低24ポイント）
を使っていることなどが、分かりやすいと言っていただける理由のひと
つかもしれません。
・授業最後の復習を兼ねた⼩テストも評判はよいようです。その日の講
義のポイントが整理され、知識として⾝につくという感想をもってくれ
る受講⽣が多いようです。



講義で配付する資料のサンプルです。

図１ パワーポイント資料の一例
（受講⽣への配付資料では、⻘字の部分が空欄になっている。）



講義で配付する資料のサンプルです。

図２ 授業の最後での演習問題の一例
（解答は集計カードの裏⾯に10分程度で記載し、授業終了時に提出する）
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【演習問題】択伐は自然のギャップ形成を模倣できているか？

• 天然林施業は、自然の森林の再生プロセスを模倣して
伐採後の森林の更新を図る施業です。

• 「択伐」は、極相林でのギャップ・ダイナミクスを模倣した
天然林施業と考えることができます。

• しかし、「択伐」は「自然のギャップ形成」を本当に模倣
できているでしょうか？

• つぎの２点について簡潔に記述してください。

１．「自然のギャップ形成」と「択伐」の違い

－その後の更新プロセスや生物多様性維持の視点から－

２．生物多様性の保全に配慮した「択伐」施業の改善点

－「自然のギャップ形成」に近づけるための工夫やアイデア－

［ヒントは、p.14～20］



講義で配付する資料のサンプルです。

図３ ブレークタイムのスライドの一例
（この日の講義テーマは、樹木の開花・結実特性）



今後のより良い講義への抱負をお願いします︔

基礎的な知識を着実に習得しながら最新の研究成果に触れてワク
ワクできる、そんなバランスの取れた授業を目指して、受講⽣1人
1人の顔を思い浮かべながら授業準備を怠りなく⾏っていきたいと
思います。



寺澤先⽣の講義は、教職員の相互参観のために公開されて
います。教員向け公開日時については下記のとおりです。
【科目名】森林環境科学
【授業日】平成３０年１２月５日（水）
【時限】３時限目
【教室】オホーツクキャンパス ８－３０２教室

次のページは
實野 雅太先⽣です。
ぜひ、ご覧ください。



實野 雅太 先生
（Dr. Masataka JITSUNO）

教職課程助教 (Assistant Prof. at Dept. of Teacher Education)

受賞対象となった科目︓２年次前期配当 「木材加工」
２年次後期配当 「⾦属加工」
３年次前期配当 「技術科教育法Ⅰ」「機械」
４年次前期配当 「技術科教育法Ⅴ」



受賞の⾔葉︔

⼤学教員としては駆け出しの私が、栄えある第一回目のベストティーチャー
賞を頂くこととなり⼤変恐縮致しております。
私は2年前まで中学校技術科教員として働き、学習内容が⼤きく変わるこれか

らの時代に技術科教員を輩出すべく⺟校の東京農業⼤学に戻りました。短い間
でしたが、その中学校での経験が今回のベストティーチャー賞にも⽣かされて
いると感じております。
支えて下さった多くの中学校・⼤学の先⽣方や事務の方々にこの場を借りて

感謝申し上げます。



実習中の様子

「機械」の授業におけるエンジン分解・組み⽴て実習（上段 左・右）

鉋の刃砥ぎ（「木材加工」） ポニーの切り出し（「木材加工」） 簡単な木材加工教材による⾏灯づくり（「技術科教育法Ⅰ」）

⾦属板の曲げ加工（「⾦属加工」）



授業で工夫していること︓

①相手の理解しやすい言葉を使う
中学校教員時代に『授業は先⽣が知っていることを自慢する場所ではない』と

いう先輩教員から受けた言葉が胸に刺さりました。ともすると専⾨用語で話しが
ちですが、それでは⽣徒は理解できなくなってしまいます。これは⼤学⽣でも似
ています。
また、子供に多くあることは理解できないとその教科が嫌いになってしまうこ

とです。それでは授業がもったいないので、相手の理解しやすい言葉を使うこと
を意識しています。



③教員採用試験の過去問を用いる
教職課程は教員養成が主な仕事ですので、教員採用試験も⾒据えなくてはなりません。そのた

め、授業内で扱った内容が教員採用試験にも出題されているので、過去問に挑戦し「解ける︕」
という達成感を味わってもらうことを意識しています。

授業で工夫していること︓

②可能な限り実物に触れる
中学⽣のみならず現在の⼤学⽣も加工体験や作業体験が少なく、工具の使い方が分からない学

⽣も多く⾒受けられます。授業で準備できる限り実物を用意しています。⾦属加工の中では⾦属
材料に触れて、その色や硬さ、重さ、匂いなど五感から感じ取ってもらうようにしています。そ
の他にも刃物砥ぎやエンジン分解・組み⽴てなどを⾏っています。



受講した学生さんから評判の高かったところは
どんなところでしょうか

評判が⾼いというよりも学⽣が関心を持つこととして、簡単なのに難しいという題材に取り
組むことです。木材加工での鋸挽きや技術科教育法Ⅱのお箸づくりは一⾒簡単そうですが、
実は難しい題材です。その題材を私も一緒にやって⾒せます。やや古い言葉ですが『師弟同
⾏』の形をとっています。学⽣は私の⾒本のように真っ直ぐ切れなかったり、お箸も綺麗な
形状にならず、そこで技術の難しさに気づきます。作業中の彼らは普段の騒がしさが消え、
少しでも綺麗に作ろうと静かになっていきます。

実習では綺麗な⾒本を作るために私の方も毎回緊張しています(笑)

角材から削り出したお箸（「技術科教育法Ⅱ」） ポニートレーニング（「木材加工」）



今後のより良い講義への抱負をお願いします︔

現在、技術科教員にプログラミングの知識が求められています。本来ならば
プログラミング言語についても学習すべきですが、時間の都合上、学校現場で
使える簡易なマイクロコンピュータを使ってプログラミングに触れてもらおう
と計画しています。ソフトウェアとハードウェアの両⾯から試⾏錯誤して作り
上げる体験と達成感を感じてもらえるよう努⼒します。
全国的に技術科教員は人手不⾜が深刻になっています。将来、技術科教員と

して活躍できる学⽣を農⼤から送り出せるよう様々な教材を検討したいと考え
ております。そのためにはまずは私自⾝が今後ますます努⼒せねばと感じてお
ります。



学生さんへの⼀⾔︔
東京農業⼤学を卒業し、現場で活躍する⼩中

⾼の先⽣方は非常に多いです。そんな先⽣に皆
さんを押し上げるべく私達教員も努⼒します。
一緒に頑張りましょう︕

實野先⽣の講義は、教職員の相互参観のために公開されています。
教員向け公開日時については下記のとおりです。

【科目名】⾦属加工
【学期】 後学期
【曜日】木曜日
【時限】３時限目
【教室】7号館1階 ⾦工室
（※バイオロボティクス研究室内）

【科目名】技術科教育法Ⅱ
【学期】後学期
【曜日】火曜日
【時限】３時限目
【教室】312教室
（※7号館1階木工室の場合も有り）


